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「ＩＣＴインフラ地域展開マスタープラン2.0」の概要(2020年7月)
新マスタープラン
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「ＩＣＴインフラ地域展開マスタープラン2.0」の概要（ロードマップ）
新マスタープラン
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５Ｇ投資促進税制の創設 4



携帯電話等エリア整備事業の概要 5



光ファイバ整備の促進（高度無線環境整備推進事業） 6



建物内や敷地内で自営の５Gネットワークとして活用

ローカル５Ｇの概要

ゼネコンが建設現場で導入
建機遠隔制御

事業主が工場へ導入
スマートファクトリ

農家が農業を高度化する
自動農場管理

自治体等が導入
河川等の監視

センサー、4K/8K

 ローカル5Gは、地域や産業の個別のニーズに応じて地域の企業や自治体等の様々な主体が、
自らの建物内や敷地内でスポット的に柔軟に構築できる5Gシステム。

 2019年12月に一部制度化、無線局免許申請受付開始。
＜他のシステムと比較した特徴＞
 携帯事業者の５Ｇサービスと異なり、

 携帯事業者によるエリア展開が遅れる地域において５Ｇシステムを先行して構築可能。
 使用用途に応じて必要となる性能を柔軟に設定することが可能。
 他の場所の通信障害や災害などの影響を受けにくい。

 Wi-Fiと比較して、無線局免許に基づく安定的な利用が可能。

インフラ監視

河川監視

スマート工場

建機遠隔制御

農業
での活用

建設現場
での活用

工場での
活用

スマート農業

防災現場
での活用
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地域におけるIoT等の革新的技術を活用したサービスの実装を推進するため、生活
に身近な分野でのIoTを活用した取組を創出し地域活性化を実現しようとするなど、
地域IoTの実装を推進する地方公共団体等に対して、補助金を交付。

「地域IoT実装・共同利用推進事業」の概要

補助対象：都道府県及び指定都市を除く地方公共団体等
補助率 ：事業費の１／２補助（補助額上限2,000万円）

成功モデルの例

（参考）地域ＩｏＴ実装・共同利用推進事業の概要 8
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